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念にそこに記録 されている物理化学的な記録の解読 とchronologicalな記録を解読 した｡ Oidov
Munkhtsetsegの研究以前にはこれらの岩石についての詳細な研究は皆無であり､年代学的な研究も層序学
的にのみ行われていたもので､化石を含まない火成岩の年代学的な見積もりの根拠は甚だしく不確実なも
のであった｡OidovMunkhtsetsegはまずはぼすべての火成岩についてRb-SrやSm-Nd放射年代を求め､
その結果を既に報告のあるK-Ar年代と組み合わせ､地域全体の火成岩の噴出団結年代を求め､調査地
域の中生代全体にわたる層序を組み直した｡これにより､層序学的に組み立てられた火成岩の噴出固結年
代が全く新しく組み立てられた｡またこれに従って､各火成岩体が持っている物理化学的な記録を解読し
た｡Tsagaandelger地域の火成岩はモンゴル火成岩ベルトの南部にあり､中国朝鮮の古い地殻に伴って形
成されたことが想定されていたが､古い二つの大陸挟まれている新しい火成岩ベルトは大陸の地殻を割っ
て侵入した訳ではなく､現在の島弧のようなプレートの沈み込み帯で噴出し固結したものであることが明
らかとなった｡OidovMunkhtsetsegはTsagaandelger地域の火成岩がモンゴル火成岩ベルトのうち中国朝
鮮半島の地殻に密接に伴って出現したものであり､中国朝鮮半島の地殻側には現在と同じような明瞭な沈
み込み帯がかつて存在していたことが示された｡このことはシベリア大陸側にも存在していたというモデ
ルが提案されているが､具体的な証拠を伴って証明されたのはこの研究が初めてである｡中国朝鮮半島側
の地殻に伴って出現する火成岩は現代の島弧の火成岩はHFSEに乏しく､特にNdやZrなどの元素が沈
み込み帯の火成岩と同じく異常に枯渇していることを示し､噴出固結年代が古いはど枯渇の程度が甚だし
く､時代が新しくなるに従って枯渇の程度が不明瞭になりこのことは新たに形成された地殻が島弧地殻か
ら､徐々に大陸的な地殻に変化していったことを示すものと提案し､学会や発表論文によって指示を得た｡
以上のようにOidovMunkhtestesgは自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有するこ
とを示した｡したがって､OidovMunkhtsetseg提出の博士論文は､博士 (理学)の学位論文として合格と
認める｡
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